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●新名神高速道路（下り線）草津ＪＣＴ付近 渋滞対策【結果報告】

●新名神高速道路下り線草津ＪＣＴ（ＡＣランプ）車線運用変更/ＮＥＸＣＯ西日本・・令和３年７月２日
〇甲賀土山ＩＣ～草津ＪＣＴ間の交通量は、１日あたり約５万台．

〇新四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ開通後、交通量が増加し、草津田上ＩＣ～草津ＪＣＴ間（下り線）の渋滞は大幅に増加．
特に、草津ＪＣＴ（下り線）では、大阪方面に向かう車両が走行車線へ集中することにより、顕著な速度低下が発生していた．

〇渋滞対策として、草津ＪＣＴの車線運用を、方面別の交通量比を考慮した形式に変更．
⇒主方向（約９割）である大阪方面を１車線から２車線に変更し、名古屋方面（約１割）を分岐ランプ方式に変更．

⇒合わせて、案内強化対策として、「カラー舗装の追加」「案内標識の変更」を実施．

●車線運用変更の概要

〔対策前〕

対策前

対策後

〔新名神高速道路（新四日市JCT～草津JCT）路線図〕

●位置図

対策後

〔対策後〕

〔渋滞要因〕



〇対策後（令和３年７～１２月）の日平均交通量（上下線）は例年（Ｒ１）の約１割増．ピーク時間交通量は概ね同程
度．
〇また、対策前（令和元年７～１２月）に３５回発生していた渋滞は、対策後（令和３年７～１２月）に交通集中を要因
とした渋滞は発生していない．

対策後６か月の交通状況

１）交通量（草津田上～草津JCT） ２）渋滞回数・渋滞量

※ＮＥＸＣＯ西日本所有データ．渋滞回数・渋滞量は交通集中の要因に限る。
※渋滞は、速度４０ｋｍ/ｈ以下で渋滞延長１ｋｍ以上かつ１５分以上継続の渋滞を渋滞起点のＩＣ間で集計．

●新名神高速道路（下り線）草津ＪＣＴ付近 渋滞対策【結果報告】
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〇対策前は走行車線へ集中していたが車線運用の変更により分担率が変化．走行車線の分担率が減少し、追越車線が増
加．
〇分岐部の分担率は対策前〔走行９：追越１〕が、対策後〔走行６.５：追越３.５〕となり、平準化が図られた．

対策後６か月の交通状況

対策前 走行車線への車両の集中状況 対策後 分担率の平準化が図られた状況

３）車線分担状況（草津JCT 下り線）
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●交通量（ＮＥＸＣＯ西日本）
〔対策前：Ｒ２.９月調査日の１７時台〕
〔対策後：Ｒ３.９月調査日の１７時台〕
●分担率（ＮＥＸＣＯ西日本）
〔対策前：Ｒ２.９月調査日〕
〔対策後：Ｒ３.９月調査日〕

〔対策前〕 〔対策後〕
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●新名神高速道路（下り線）草津ＪＣＴ付近 渋滞対策【結果報告】

※名古屋方面（分岐ランプ）に向かう交通量
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